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い
も
こ
じ 

 

⑴ 令和３年 12月１日 いもこじ第４9 号       日置地区社会教育振興会 

２
市
か
ら
地
域
社
会
の
振
興
に
大

き
く
貢
献
し
た
４
団
体
８
個
人
に
つ

い
て
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
視

点
か
ら
審
議
し
、
表
彰
者
を
決
定
し
ま

し
た
。 

な
お
、
表
彰
は
令
和
４
年
２
月
５
日

に
開
催
さ
れ
る
日
置
地
区
生
涯
学
習

推
進
大
会
（
い
ち
き
串
木
野
市
） 

で
行
わ
れ
ま
す
。 

 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
１
年
延
期
さ
れ
た
東
京
2020 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
し 

た
が
、
多
く
の
感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

一
方
で
、
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
こ
の 

大
会
に
向
け
て
、
目
標
を
定
め
、
一
生
懸 

命
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

 

「
目
標
」
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
、
こ 

の
こ
と
は
私
の
地
元
日
置
市
出
身
の
元
プ 

ロ
野
球
選
手
、
横
田
慎
太
郎
著
書
の
「
奇 

跡
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
ム
」
か
ら
も
伝
わ
っ
て 

き
ま
す
。
彼
は
プ
ロ
入
り
３
年
目
で
開
幕 

戦
に
先
発
出
場
し
ま
し
た
が
、
脳
腫
瘍
を 

患
い
視
力
の
後
遺
症
で
24
歳
で
引
退
に 

な
り
ま
し
た
。
彼
が
引
退
試
合
で
見
せ
た 

最
後
の
プ
レ
ー
が
、
こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

本
で
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
プ
ロ
野
球
選 

手
に
な
る
た
め
に
、
日
々
目
標
を
立
て
練 

習
し
て
き
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
努
力
を
し
て
、
せ
っ
か
く
掴
ん
だ 

夢
が
病
で
断
念
さ
せ
ら
れ
た
シ
ョ
ッ
ク
の 

大
き
さ
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
本
の
出
版
前
に
は
脊
髄
腫
瘍
に
も 

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
見
事
、
病
を
乗
り 

越
え
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
や
は
り
横
田 

選
手
の
強
い
目
標
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

前
向
き
に
病
に
戦
う
姿
を
皆
に
伝
え
多 

く
の
方
に
元
気
を
与
え
る
。 

こ
れ
が
僕
の
義
務
で
あ
り
、 

目
標
だ
と
。 

日和下駄 

日
置
市
教
育
員
会
東
市
来
教
育
振
興
課 

課 

長  

恒
吉 

和
正 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
苦
慮
す
る
諸
会
議 

 

 

上
記
理
事
会
の
報
告
を
受
け
、今
後

の
地
区
社
会
教
育
振
興
会
の
行
事
を

左
表
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 
理事会の様子 

『
目
標
』
を
持
つ
大
切
さ 

９
月
17

日
（
金
）、「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
適
用
さ
れ
て
い
る
最
中
、
鹿
児
島
地

域
振
興
局
に
お
い
て
、
社
会
教
育
に
関
す
る
３
つ
の
重
要
な
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
２
市
２
村
が
抱
え
る
課
題
等
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

協
議Ⅰ

で
は
鹿
児
島
地
区
子
ど
も
会
育 

成
連
絡
協
議
会
表
彰
の
審
査
が
行
わ
れ
ま 

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

        
   

 
 

 
 

    

【
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰
】  

(

敬
称
略) 

〇
高
橋 

宏
明(

日
置
市
） 

〇
四
郎
園
子
ど
も
会
育
成
会(

日
置
市
） 

〇
つ
つ
じ
ヶ
丘
１
区
子
ど
も
会
（
日
置
市
） 

〇
中
央
地
区
子
ど
も
会
（
い
ち
き
串
木
野
市
） 

〇
本
浦
地
区
子
ど
も
会
（
い
ち
き
串
木
野
市
） 

 

中 

止 

❖
日
置
地
区
公
民
館
経
営
研
究
会 

延 
期 

❖
鹿
児
島
地
区
社
会
教
育
委
員
・社
会
教
育

担
当
者
等
研
修
会
【
１１

月
１１

日
へ
】 

❖
日
置
地
区
ふ
る
さ
と
を
興
す
保
健
・
福
祉

学
習
及
び
組
織
・教
育
・食
料
・環
境
学
習

大
会
【
12

月
９
日
へ
】 

 

★ 

１１

月
２７

日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
の 

鹿
児
島
地
区
子
ど
も
会
、指
導
者
・
育
成
者

研
修
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
書
面
開
催
に

な
り
ま
し
た
。 

日置地区社会教育振興会第２回理事会 

令
和
３
年
度
日
置
地
区
社
会
教
育
振
興

会
表
彰
候
補
者
・団
体
の
審
査
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が 

急
速
に
拡
大
し 

て
き
た
た
め
、 

各
市
か
ら
、
今
後

の
各
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
慎

重
な
意
見
が
相

次
ぎ
、
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
る

事
業
も
あ
り
ま

し
た
。 

今
後
の
社
会
教
育
振
興
会
事
業
に
つ
い
て 

第２回鹿児島地区社会教育課長等会議 

 

に
つ
い
て
、
２
市
２
村
か
ら
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
い
ち
き
串
木
野
市
で

は
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
、
７
月 

下
旬
に
３
泊
４
日
で
実
施
し
た
「
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
in
こ
し
き
島
」
の
事
業
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。（
２
面
参
照
） 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
子
ど
も
会
」
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
原
点
で
あ
る
そ
の
目
的
に
立

ち
返
り
、
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
地
区
社
会
教
育
行
政
の
推
進
」 

協
議
の
後
、
本
教
育
事
務
所
の
牧

之
瀬
指
導
主
事
が
、
８
月
の
地
区
校 

長
研
修
会
で
の
指
導
内
容
を
基
に
、
学
校

教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
の
在
り
方
に
つ

い
て
具
体
的
な
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。 

山
鹿
指
導
課
長
の
ま
と
め
と
指
導
（
抜
粋
） 

 

‥
自
分
の
地
域
で
ど
ん
な
人
材
を
育
て
た

い
の
か
を
明
確
に
す
る
。
地
域
の
力
は
大
き

い
。
そ
の
力
は
各
組
織
・
団
体
等
が
連
携
を

密
に
し
て
初
め
て
発
揮
さ
れ
る
。
‥ 

 

鹿児島地区子ども会育成連絡協議会第２回運営委員会 

 
運営委員会の様子 

協
議Ⅱ

で
は

「
各
市
村
地
域

子
ど
も
会
組
織

の
現
状
」
と
「
各

市
村
の
青
少
年

健
全
育
成
活
動

の
取
組
状
況
」 



動
し
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
、「
長 

目
の
浜
」
ま
で
往
復 

10
キ
ロ
の
サ
イ
ク
リ 

ン
グ
。
前
日
の
疲
れ 

や
暑
さ
で
、
体
調
が 

悪
く
な
る
人
も
い
ま 

し
た
が
、
展
望
所
で 

景
色
を
満
喫
し
ま
し 

た
。
上
甑
交
流
セ
ン
タ
ー
で
弁
当
を
食
べ

た
後
、
交
流
活
動
を
し
て
夜
は
星
空
観
測
、 

花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

３
日
目
は
、
昨
年
８
月
に
甑
大
橋
が
開

通
し
た
の
で
、
バ
ス
を
借
り
上
げ
て
下
甑

島
見
学
を
し
ま
し
た
。
鹿
島
支
所
内
に
あ

る
甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
準
備
室
で
、
恐
竜
の

化
石
を
見
学
し
、
恐
竜
の
リ
ア
ル
な
大
き

さ
に
驚
き
な
が
ら
発
掘
の
手
順
な
ど
を
学

習
し
、
ま
た
、
展
望
所
や
瀬
尾
観
音
三
滝
な

ど
甑
島
の
雄
大
な
自
然
と
絶
景
も
堪
能
し

ま
し
た
。 

夜
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

で
舌
鼓
を
打
ち
、 

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ 

ヤ
ー
で
は
、
グ
ル
ー 

プ
ご
と
に
ク
イ
ズ
や 

心
理
テ
ス
ト
な
ど
レ 

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で 

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

終
盤
で
は
、
消
え
ゆ
く
炎
を
静
か
に
見
つ

め
て
、
甑
島
最
後
の
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

 

⑵  令和３年 12月１日 いもこじ第４９号        日置地区社会教育振興会 

最
終
日
は
、
キ
ャ
ン
プ
村
か
ら
里
港
へ

移
動
で
す
。
自
転
車
で
の
移
動
に
慣
れ
た

の
か
、
予
定
時
間
よ
り
早
く
到
着
で
き
た

の
で
、
家
族
に
お
土
産
を
ゆ
っ
く
り
買
う

時
間
が
確
保
で
き
ま
し
た
。 

自
ら
の
成
長
を
感
じ
た
宿
泊
研
修 

研
修
期
間
中
の
朝
食
・
夕
食
は
自
炊
で

し
た
。
事
前
研
修
で
班
ご
と
に
決
め
た
メ

ニ
ュ
ー
に
合
わ
せ
て
食
材
の
買
い
出
し
を

し
て
調
理
し
ま
し
た
。
米
を
炊
く
と
き
水

の
分
量
を
間
違
え
た
り
、
食
材
を
買
い
忘

れ
た
り
、
包
丁
に
至
っ
て
は
、
大
人
か
ら
見

る
と
背
筋
が
凍
る
よ
う
な
使
い
方
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
日
を
重
ね
る
う
ち
に
班
で

協
力
し
な
が
ら
調
理
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
い
つ
も
食
事
を
作
っ
て
く
れ
る

親
の
大
変
さ
や
苦
労
、
親
の
愛
情
が
分
か

っ
た
よ
う
で
す
。 

４
日
間
、
自
転
車
の
移
動
は
坂
道
も
多

く
、
一
生
懸
命 

ペ
ダ
ル
を
踏
み
、 

友
達
と
寝
食
を 

共
に
し
な
が
ら
、 

小
さ
な
ト
ラ
ブ 

ル
は
あ
っ
た
も 

の
の
、
互
い
に 

声
を
掛
け
合
い 

な
が
ら
協
力
し 

て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

様
々
な
体
験
や
経
験
を
通
し
て
、
多
く

を
学
び
、
一
人
一
人
が
い
ろ
い
ろ
感
じ
、
成

長
し
、
変
わ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と

が
、
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

１
年
に
２
～
３
回
、
中
学
校
の
部
活
動

が
な
い
土
曜
日
に
、
地
域
内
の
清
掃
活
動

や
花
壇
の
緑
化
活
動
を
子
ど
も
会
で
実
施 

し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
１
回
目
は
、
７
月
３
日
（
土
）
に
、

島
内
の
２
つ
の
花
壇
「
青
空
ガ
ー
デ
ン
」
と

「
マ
リ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
の
草
刈
り
や
種
植

え
を
行
い
ま
し
た
。 

 

青
空
ガ
ー
デ
ン
に
は 

子
ど
も
た
ち
が
種
の
植 

付
け
か
ら
育
苗
し
た
花 

が
咲
い
て
い
ま
す
。
マ 

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
百
日 

草
、
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
周 

り
を
、
汗
い
っ
ぱ
い
か 

き
な
が
ら
草
刈
り
し
ま
し
た
。 

 

マ
リ
ン
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
土
を
耕
し
整

え
て
ヒ
マ
ワ
リ
の
種 

を
ま
き
ま
し
た
。
近 

く
の
郵
便
局
の
御
協 

力
を
い
た
だ
き
「
奇 

跡
の
ヒ
マ
ワ
リ
」 

（
東
日
本
大
震
災
で 

生
き
残
っ
た
ヒ
マ
ワ 

リ
）
の
種
も
一
緒
に 

ま
き
ま
し
た
。
水
道 

は
道
向
か
い
の
方
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

地
域
の
御
支
援
と
子
ど
も
た
ち
の
優
し

さ
で
咲
く
花
が
、
島
の
和
み
を
大
き
く
広

げ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
。 

い
ち
き
串
木
野
市
で
は
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
、
7
月
29
日
か
ら
３
泊
４
日

の
日
程
で
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ｉｎ

こ
し
き

島
」
事
業
を
行
い
ま
し
た
。 

甑
島
の
雄
大
な
自
然
の
中
で 

宿
泊
研
修
を
通
し
て
交
流
を 

深
め
る
と
共
に
、
様
々
な
活 

動
に
挑
戦
し
、
自
己
を
磨
き 

豊
か
で
力
強
い
心
を
養
う
こ 

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

令
和
元
年
度
は
台
風
で
、 

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
で
中

止
。
３
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
対
策
等
を
徹
底
し
た
宿
泊
研
修 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
活
動

が
中
止
に
な
っ
て
い
る
影
響
な
の
か
定
員

30
人
に
対
し
、
57
人
の
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、
小
学
生
22
人
、

中
学
生
８
人
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６

人
、
事
務
局
職
員
９
人
で
上
甑
県
民
自
然

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
を
拠
点
と
し
て
活

動
し
ま
し
た
。
熱
中
症
対
策
と
併
せ
て
、

活
動
中
や
休
憩
中
な
ど
、
そ
の
都
度
状
況

に
応
じ
て
マ
ス
ク
の
着
用
、
消
毒
な
ど
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い

な
が
ら
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

３
泊
４
日
の
充
実
し
た
宿
泊
研
修 

１
日
目
は
約
１
時
間
の
船
旅
の
後
、
灼

熱
の
暑
さ
の
中
、
里
港
か
ら
キ
ャ
ン
プ
村

ま
で
11
キ
ロ
の
道
の
り
を
上
り
坂
に
苦

戦
し
な
が
ら
２
時
間
か
け
て
自
転
車
で
移 

 

 

地
域
を
創
る
「
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
」 

～
十
島
村
口
之
島
子
ど
も
会
～ 

 

 

ペダルの重さを感じながら 

青空ガーデン草刈り 

強
い
心
と
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る 

 

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ｉｎ
こ
し
き
島 

 
 

い
ち
き
串
木
野
市 

教
育
委
員
会 

 

展望所にて 

 

 

甑大橋 

 
火を囲んで 

 
マリンガーデン種植え 
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一
般
財
団
法
人
地
域
伝
統
芸
能
活
用
セ

ン
タ
ー
が
、
地
域
伝
統
芸
能
の
保
存
や
継

承
、
活
用
に
抜
き
ん
で
た
功
績
の
あ
っ
た

団
体
や
個
人
に
授
与
す
る
「
高
円
宮
殿
下

記
念
地
域
伝
統
芸
能
賞
」
に
、
三
島
村
に

伝
わ
る
硫
黄
島
八
朔
太
鼓
踊
り
保
存
会
が

今
年
度
選
ば
れ
ま
し
た
。 

こ
の
賞
は
平
成
15
年
か
ら
設
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
県
内
で
は
初
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。 

八
朔
踊
り
は
、
四
百 

年
以
上
伝
わ
る
太
鼓
踊 

り
の
最
中
に
奇
怪
な
仮 

面
神
「
メ
ン
ド
ン
（
悪 

魔
払
い
の
神
）」
が
登 

場
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー 

ク
な
伝
統
芸
能
で
、
国 

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
メ
ン
ド
ン
」
は
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

鉦
を
持
っ
た
歌
い
手
が
歌
い
、
矢
旗
を

背
負
い
太
鼓
を
抱
え
た
踊
り
手
が
独
特
の

節
に
合
わ
せ
て
賑
や
か
に
踊
り
ま
す
。
踊

り
が
佳
境
に
入
る
頃
、「
メ
ン
ド
ン
」
が
現

れ
、
ス
ッ
ベ
ン
木
と
呼
ば
れ
る
神
木
で
見

物
人
を
追
い
か
け
た
り
し
て
悪
魔
払
い
を

し
ま
す
。 

保
存
会
の
方
々
は
、
今
回
の
受
賞
で
八

朔
踊
り
が
全
国
に
広
く
知
れ
渡
る
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
、
今
後
の
伝
承
へ
の
意
欲

を
更
に
高
め
ま
し
た 

 

 

令
和
３
年
は
、
島
津
貴
久
の
没
後
４
５

０
年
の
節
目
の
年
で
す
。
貴
久
は
、
永え

い

正
し
ょ
う

11
年
（
１
５
１
４
）
、
島
津
分
家
の
伊
作
・

相
州
家
当
主
忠
良
（
日
新

じ
っ
し
ん

）
の
長
男
と
し

て
、
田
布
施

た

ぶ

せ

（
南
さ
つ
ま
市
）
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
大
永

た
い
え
い

６-

７
年
（
１
５
２
６
‐
２
７
）

頃
、
島
津
本
家
第
14
代
当
主
勝
久
の
養
子

と
な
っ
て
清
水

し

み

ず

城
（
鹿
児
島
市
）
に
入
り
、

本
家
家
督
を
継
ぎ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ 

に
同
じ
島
津
分
家
の
薩
州
家
島
津
実さ

ね

久ひ
さ

が

強
く
反
発
。
勝
久
も
本
家
家
督
を
取
り
戻

し
た
た
め
、
抗
争
と
な
り
ま
し
た
。 

 

同
７
年
、
実
久
方
の
攻
勢
に
よ
り
、
清

水
城
を
追
わ
れ
た
貴
久
は
、
辛
う
じ
て
故

郷
田
布
施
に
逃
れ
ま
し
た
。
再
起
を
図
る

貴
久
と
父
忠
良
は
、
伊
作
家
の
元
本
拠
地

伊
作
城
（
当
市
吹
上
町
・
県
指
定
史
跡
）

を
攻
略
し
ま
し
た
。
貴
久
は
、
こ
の
城
で

元
服
し
た
と
さ
れ
ま
す
。 

貴
久
の
初
陣 

  

天
文

て
ん
ぶ
ん

２
年
（
１
５
３
３
）
、
貴
久
方
の 

南
郷
城
主
桑
波
田
孫
六
が
離
反
し
、
勝
久
・

実
久
方
に
寝
返
り
ま
す
。
同
年
、
孫
六
が

狩
り
に
出
る
と
の
情
報
に
よ
り
、
忠
良
は
、

こ
の
隙
に
南
郷
城
（
同
町
・
市
指
定
史
跡
）

を
落
と
し
ま
し
た
。
城
を
奪
い
返
そ
う
と

す
る
勝
久
・
実
久
方
を
、
忠
良
は
50
騎
余

り
の
兵
を
率
い
、
貴
久
や
弟
の
忠
将

た
だ
ま
さ

と
挟

撃
し
て
、
こ
れ
を
撃
破
し
ま
し
た
。
こ
の

戦
い
は
貴
久
の
初
陣

う
い
じ
ん

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

島
津
貴た

か

久ひ

さ

没
後
４
５
０
年 

日
置
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
家

庭
教
育
支
援
活
動
推
進
の
一
環
と
し
て
、

「
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を
各
地
域
女
性
連

会
員
を
サ
ポ
ー
タ
ー
に
、
年
二
回
（
夏
・
冬
）

実
施
し
て
い
ま
す
。 

吹
上
地
域
で
は
、
夏
に
「
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
」
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
適
切
な
助
言
が
で
き
る
よ
う
に
事
前
研

修
会
を
実
施
し
、
当
日
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
万

全
に
し
て
臨
み
ま
し
た
。 

参
加
し
た
親
子
は
、 

指
導
者
の
丁
寧
な
指
導 

の
下
、
手
順
に
従
っ
て 

小
物
入
れ
を
作
成
し
ま 

し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の 

皆
さ
ん
は
、
机
間
巡
視 

を
し
な
が
ら
、
困
っ
て 

い
る
人
に
個
別
に
適
切 

な
助
言
を
し
て
、
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
き
ょ
う
だ
い
で
協
力
し
た
り
、

親
子
で
助
け
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
小
物
入
れ
が
完
成
し
、
互
い
の
作
品

を
観
賞
し
あ
い
ま
し
た
。 

 

高
円
宮
殿
下
記
念
地
域
芸
能
賞
受
賞 

～
硫
黄
島
八
朔
太
鼓
踊
り
保
存
会
～ 

 

日
置
市
教
育
委
員
会 
歴
史
人
物
探
訪 

 

同
年
末
に
は
、
実
久
方
で
日
置
（
当
市
日

吉
町
）
領
主
の
山
田
有あ

り

親ち
か

が
貴
久
に
降
伏
。

同
５
年
、
貴
久
ら
は
、
実
久
方
の
拠
点
一い

ち

宇
治

う

じ

城
（
当
市
伊
集
院
町
）
を
攻
略
し
、
貴

久
は
伊
集
院
周
辺
を 

制
圧
。
こ
れ
に
よ
り 

鹿
児
島
の
実
久
方
は 

南
薩
に
退
去
し
ま
し 

た
。
貴
久
は
同
14
～ 

19
年
に
一
宇
治
城
を 

居
城
と
し
、
フ
ラ
ン 

シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル 

に
も
こ
こ
で
面
会
し
た
と
さ
れ
ま
す
。 

島
津
家
、
戦
国
大
名
へ 

同
７
年
末
、
貴
久
は
、
加
世
田
を
め
ぐ
り

実
久
方
と
対
立
。
貴
久
ら
は
、
実
久
方
の
加

世
田
別
府
城
（
南
さ
つ
ま
市
）
を
夜
襲
し
、

激
戦
の
末
、
攻
め
落
と
し
ま
し
た
。
こ
の
加

世
田
攻
略
に
先
立
ち
、 

貴
久
ら
は
大お

お

汝な

牟む

遅ち

神 

社
（
当
市
吹
上
町
）
で 

流
鏑
馬

や

ぶ

さ

め

を
奉
納
し
、
戦 

勝
祈
願
を
行
っ
た
と
さ 

れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
現 

在
ま
で
続
く
伊
作
流
鏑 

馬
（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
で
す
。 

翌
年
、
市
来
鶴
丸
城
（
当
市
東
市
来
町
・

市
指
定
史
跡
）
を
攻
略
し
た
貴
久
は
薩
摩
半

島
を
掌
握
し
、
一
躍
、
島
津
家
を
戦
国
大
名

へ
と
成
長
さ
せ
ま
し
た
。 

日
置
地
区
周
辺
に
は
、
貴
久
の
成
長
過
程

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
史
跡
が
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。 

 
一宇治城跡(現城山公園) 

 
吹上大汝牟遅神社の流鏑馬 

親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
「ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
」 

 

日
置
市
教
育
委
員
会   

サポーター大活躍 

 

完成したよ！ 

 

 
観客の魔を祓うメンドン 

 

感
想
文
に
は
、
サ 

ポ
ー
タ
ー
へ
の
感
謝 

の
言
葉
や
作
品
の
完 

成
を
喜
ぶ
声
・
参
加 

に
、
満
足
の
言
葉
が 

寄
せ
ら
れ
、
サ
ポ
ー 

タ
ー
共
々
、
喜
ぶ
こ 

と
で
し
た
。 

 



さ
ら
に
、
同
和
問
題
を
含
む
様
々
な
人

権
課
題
に
つ
い
て
は
、「
か
わ
い
そ
う
で
は

な
く
、
共
感
、
尊
敬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

差
別
・
偏
見
が
な
く
な
っ
て
い
く
」
と
い

う
指
導
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
者
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
花
月
氏

の
人
柄
が
溢
れ
る
ト
ー
ク
と
巧
み
な
話
術

で
、
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

参
加
者
一
人
一
人
が
自
ら
の
人
権
意

識
・
人
権
感
覚
と
照
ら
し
合
わ
せ
つ
つ
、

心
揺
り
動
か
さ
れ
た
様
子
が
、
研
修
後
の 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
延
期
に
な
っ
て
い

た
鹿
児
島
地
区
社
会
教
育
委
員
及
び
社
会

教
育
担
当
者
等
研
修
会
が
、
11
月
11
日

（
木
）
、
い
ち
き
串
木
野
市
い
ち
き
ア
ク
ア

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、
本

研
修
会
は
鹿
児
島
地
区
人
権
教
育
ブ
ロ
ッ

ク
別
指
導
者
研
修
会
を
兼
ね
て
行
わ
れ
、

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
参
加
者
を
50
人

に
絞
り
ま
し
た
。 

講
師
は
、
認
定
こ
ど
も
園
紫
原
幼
稚
園

の
花
月
敏
郎
園
長
で
す
。
花
月
敏
郎
氏
は

県
教
育
庁
人
権
同
和
教
育
課
長
や
鹿
児
島

市
立
紫
原
中
学
校
長
等
を
歴
任
さ
れ
て
い

ま
す
。 

演
題
は
「
あ
な
た
を 

そ
し
て 

私
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
‥
」
で
し
た
。 

自
ら
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
！ 

 

多
様
性
と
調 

和
が
求
め
ら
れ 

る
こ
れ
か
ら
の 

社
会
。
そ
こ
で 

は
「
互
い
に
認 

め
合
い
、
尊
重 

す
る
こ
と
が
不 

可
欠
で
あ
る
」 

「
一
つ
の
声
掛 

け
が
自
己
肯
定
感
を
左
右
す
る
」
、
ま
た
、

「
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
で
人
の
見

方
が
変
わ
り
、
相
手
を
肯
定
的
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
」
等
分
か
り
や
す
く
御
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

同
じ
航
路
も
初
航
路 

遠
い
昔
の
新
任
研
修
会
で
の
講
師
の
言
葉
。 

幾
た
び
同
じ
航
路
を
通
っ
て
も
、
初
航
路
な
の

だ
、
と
自
戒
し
つ
つ
、
身
を
引
き
締
め
よ
と
い
う
教

え
で
あ
る
。
「
い
も
こ
じ
」
は
い
よ
い
よ
次
回
第
50

号
を
迎
え
る
。
創
刊
時
の
思
い
を
大
切
に
し
て
、

情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。 (

事
務
局 

田
中
） 
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編集後記 

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

行
事
の
規
模
縮
小
や
参
加
者
の
制
限
と 

い
っ
た
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
も
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
、
可

能
な
限
り
授
業
参
観
や
特
色
あ
る
学
校
行

事
を
実
施
し
、
保
護
者
等
に
子
ど
も
た
ち

の
学
び
の
姿
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

受
賞 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 【
全
国
・
九
州
・
県
表
彰
】
※
敬
称
略 

★
全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰 

  

〇
串
木
野
小
学
校
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ 

「
花
さ
き
山
」(

い
ち
き
串
木
野
市) 

★
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
表
彰 

 

○
湯
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ(

日
置
市) 

★
県
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰 

○
片
泊
か
め
ん
て
文
庫(

三
島
村) 

★
県
優
良
少
年
少
女
団
体
表
彰 

 

○
妙
円
寺
７
区
子
ど
も
会(

日
置
市) 

○
藤
元
地
区
子
ど
も
会(

日
置
市) 

★
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰 

 

○
立
野
子
ど
も
会
育
成
会(

日
置
市) 

○
秋
山 

俊
一
（
い
ち
き
串
木
野
市
） 

★
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
表
彰 

 

○
柿
元 

紘
一(

日
置
市) 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹
底 

地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間 

令
和
３
年
度 

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催 

「楽
し
い
子
育
て
コ
ン
ク
ー
ル
」（３
行
詩
） 

大
会
で 

母
を
見
つ
け
て
良
い
と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う
と 

は
り
き
る
ぼ
く 

結
果
は
ど
う
で
も 

ほ
め
て
く
れ
る
優
し
い
母 

    
 
  

伊
集
院
中
学
校
１
年 

山
下 

航
輝 

【
中
学
生
の
部
】
優
秀
賞 

１１
月
１
日 

～
７
日 

 

あ
な
た
を 

 

そ
し
て 

 

私
を 

 

大
切
に
す
る
こ
と
で
‥ 

《 

鹿
児
島
地
区
人
権
教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会 

》 

辻幸奈さんの作品 

感
想
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

  

       

本
研
修
会
で
高
ま
っ
た
人
権
課
題
へ
の

意
識
が
各
社
会
教
育
委
員
関
係
の
学
習
に

拡
が
り
、
多
く
の
方
の
人
権
意
識
の
高
揚
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

地域が育む「かごしまの教育」県民週間県表彰  
ポスター原画の部 

特
選 

十島村立諏訪之瀬
島小４年 辻幸奈 

地域の人とやきいもパー
ティー 

入
選 

十島村立諏訪之瀬
島小３年 濱田幸奈 

子どもたちで作ったカレー

ライスです 食べてください 

入
選 

十島村立諏訪之瀬
島小６年 濱田千明 

みんなで 1 つ 絆のつな
を引き寄せろ 

 
標語の部 

入
選 

十島村立諏訪之瀬
島小４年 濱田幸奈 

カレンダー 来る日に〇 
つけ  けんみん週間 

入
選 

十島村立小宝島小 
５年 岩下捷人 

地域はぼくらの応えんだ
ん  ぼくらは地域の応え
んだん 

 

県
民
週
間
は
学
校
等
で
実
施
さ
れ
る
多
彩
な
行
事
や
教
育
活
動
を
通
し
て
、県
民
が
本
県

の
教
育
に
つ
い
て
、考
え
る
気
運
を
高
め
、教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る
も
の
で
す
。 

 
講師の花月敏郎氏 

❖
心
に
響
く
素
敵
な
講
演
で
し
た
。
今
日
の
学

び
を
生
か
し
、
一
つ
一
つ
の
言
葉
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。 

❖
思
い
込
み
や
先
入
観
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
、
偏
見
や
差
別
を
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
反
省
し
た
。 

❖
自
分
の
欠
点
も
肯
定
的
に
と
ら
え
、
前
向
き
に

生
き
て
い
こ
う
と
思
う
。 

 


